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北陸沿岸域における海流変動と沿岸流の調査（序報）3. 
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Research of Coastal Current and its Relation of off 

Coast Current in Hokuriku Area 

By 

M. Odamaki, K. Nitta, 0. Takahashi and M. Sudo 

Oceanographic Division 

目的および調査計画の概要

「海洋生物資源の生産能力と海洋環境K関する研究JK参画し、昨

2 0 0海里時代K対応し

海象課では、科学技術庁振興調整費Kよる

との研究は、標題Kあるよう K、3ヶ年計画で標記の調査を実施している。年度よれ

て大陸棚等を含めた日本近海の生物資源の生産能力と海洋環境を質、量とも K明らかKしようとするものである。

昭和54年頃から水産庁を中心K低次生産から高次生産K至るまでの生産力把との研究K関しては、もともと、

日本近海の漁獲可能量と増殖可能性が検討されている（安楽 19 8 1，科技庁資源調査所

との成果を受けて、栄養塩の挙動から始まって、基礎生産よ動物プランクトン生産、更K魚類生産

K至るまでの生産構造を、食物通話員や生態効率等の概念を用い、実態的K調査するのが、本調査の中心的なテー

握の研究が行なわれ、

1 9 8 0 ）。

との生物生産構造の基盤を構成し、各生産段階K密接K関与している海洋環境の調査Kも重マである。そして、

点が置かれている。水路部では、後者の海洋環境の調査を担当するととKなっている。対象海域は、閉鎖水域の

との報告では、瀬戸内海と開放型の北陸沿岸域である。
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後者の北陸沿岸域vcj:,~ける調査計画と昨年度の成果K

北陸沿岸のうち、深海底が岸近くまで接近している

富山湾、砂浜性海岸で大河川の流出のある新潟沿岸、

ついて簡単K紹介する。

20 岩礁性海岸の若狭湾を取り上げ、各海域で、沖合海流
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（対馬暖流）と沿岸海況の関連を調査する。昨年度は、

富山湾の調査を実施するととになったが、測量船等の

都合Kより、本格的左観測は 10月から 11月頃の半

月程度K限定された。そとで前もって富山湾の概況を
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ANNUAL VARIATION OF MEAN TEMP.IN EACH LAYER 
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との時期の特徴を把握しでなくととKした。調べ、 。

第1図 富山湾の各層の平均水温の年変化。富山県水試

(1969)VL:よる。
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富山湾の各層VL::t~ける平均水温の年変化（第 1 図）

5 0 mは9月、

1 0 0 mは10月K極大となる（富山県水試， 1968）。

を見ると、表面は 8月K極大と左り、



2 0 0 mは、逆vc9月から 12月Kかけて極小値となり、 12月頃から昇温し、 1月K最高水温を示す。もし、

富山湾が外洋から切り放された池のような海だったとすると、各層の水温変化は、相似形と左るはずである。言

い換えると、極大水温K時期のずれがあるというととは、単に表面から加熱冷却されるのみではなく、外海と関

連して上下層の水平的左流れK相違があるととを示している。特vc2 0 0 m層の変化は、日射等による上からの

加熱・冷却だけでは到底説明のつか念いものである。そとで、 56年度の観測では、 10日間ほど聞を置いた二

回の海況観測 （GEKとXBT）及び、能登半島側と姫川沖K三層 （1 0, 5 0, 1 5 0 m ）の流速計を設置し

て、外海との関連を重点K、上下の流れの差を観測するとととした（第2図）。
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第2図 富山湾Kなける沿岸海況観測lj(昭和56年度秋、測量船・「海洋」 Kよる。）

2. 観測成果

第3図は、表層の水温と塩分の分布及びGE Kの測得流速である。前期の調査 （a ）では、珠洲岬の北東から

南下する流れがーたん右K迂回し、姫川寄りから富山湾K流入し、七尾湾口付近から氷見港近くまで至る流れの

パターンが得られた。塩分分布では、流入河川の多い東側の沿岸K低塩分水の張出しが見られ、一般K能登半島

側が高温高塩分、新潟寄りの沿岸域が低温・低塩分と左っている。また、海面水温は、ほとんどの海域で 19. 5 

℃内外であったが、氷見の沖vc2 0℃台の高温域があった。後期の調査 （b ）では、流れのノとターンははっきり

した傾向を示さ念いが、珠州岬を右Kまわる流れが小木港の沖で姫川方向K向きを変え、新潟寄りの沿岸沿いK

北上するようである。また、七尾湾口沖Kは、高温高塩分の水塊があった。前後期を通じて、富山湾奥の伏木か

ら滑）1 IVCかけての沿岸部Kは低温、低塩分水が広がP、河川｜水の流出Kよる特異な海況を形成している。黒部川や

姫川の流出の様子は、前期・後期で異在る結果が得られたが、測点が少ないため詳しいととは不明である。

第4図は、前後期の鉛酌k温断面の比較である。富山湾の外のH断面では、表面の等温層は 19℃から 18℃ 

vc 1℃降温し、等温層の厚さも 10 0 m 近〈在っている。また、 20 0 m以深の部分でも降温し、 5℃の等温線
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が30 m前後上昇して、中聞の水温躍層が薄〈シャープになっている。 ζの傾向は、ほかの測線でも同様である。

つまり、上層と下層とも降温しているが、上層よ bも下層の降温が著しく、との相違のためK中間Kある水温躍
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第 3図 a.表層の水温と塩分分布と GE K流速。（前期 1 9 8 1 10/29-31) 
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第 3図 b.表層の水温と塩分分布と GE K流速。（後期 1981 11/9-11) 
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H線 とE線。水温断面介布の比較、第 4図

10月31日の12時頃の上下前週批較第 1表層が際立ってくるととを示唆する。

ベノレグン型流速言十Kよって得られた測点Xの1第 5図は、

12:00 10/31 1981 5 0 mと担!J点Zの19 0 mの流速記録である。注目されるの
Vel. Tnc: knot ~ ..】

0.完寸百5
Dir. Layer Stn. 

は、調!J点Xの表層の流れ（第3図 （a) ）では、－富山湾沖K向か

NC 

80 10 
1 5 0 mの下層では、反対Kう傾向が強いKもかかわらず、

BC 

o. 40 

0.18 

55 

333 

50 

150務

z 
富山湾の外K向かう流れと友っているととである。例えば、

NC 0.80 215 10 i 0月31日の正午の記録では（第 1表）、調IJ点Xの 1om

NC 0.05 *** 50 x 1 5 0 m層は北東流で、中間の50m層は南西流であるカ人

BC 0.42 62 150 1 0 m層ほとんど流れがない。同様K、測点Zでは、層は、

190 m 勢 Depth sensor = 
勢骨骨 Compass troubled. 

Ono type, 

とれ1 5 0 m層は北西流となっている。は東流左のK対し、

NC: 
らの上下層の流速差が、前述の冷却のメカニズムKどのよう

Bergen type BC: 

左意味を持つのか、今後とのデータの詳しい解析を行在 って

明らかにしたいと考えている。

本報では、省略するが、以上のほかK富山湾を縦断する測糠で各層観測J(水塩 ・塩分・ 溶存酸素 〉と、伏木港

等の航路標識を利用して沿岸流の調査を実施した。

まとめと今後の方針3. 

富山湾を対象として、限定された時期のみであったが、沖合域と沿岸の係bを、水温分布の変化

と上中下3層の流速比較Kよb探るととができた。富山湾の特徴の一つである河川｜水の沿岸域への分散Kついて、

aaτ 司，．

5 6年度は、



Hokuriku Current Observation stn. X 
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第5図 下層の流速観測結果 （X点， Z点）

5 6年度は詳しい調査ができなかったので、 57年度の新潟沿岸域の調査時K再度調査するととKしている。

との沿棒水の分散Kは、人工衛星Kよるリモートセンシングが有力左手段となる（小田巻 19 8 2，倉本及び小

田巻 19 8 2 ）ので、その利用も考えている。

今後、との調査研究では、 57年度は新潟沿岸、 58年度は若狭湾を重点的K観測すーるととKしている。もち

ろん管区水路部では、いろいろの時期の対馬暖流のモニタリングが続行される予定左ので、各海域どとの重点観

測！と合わせて、沖合海流と沿岸海況との関連を把握し、生物生産構造の背景と在る海洋環境の実態を明らかKし

たいと考えている。
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